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具志堅区のシヌグ

本部町のシヌグが行われるのは、 1666年伊野I夜間切が

設l'lされた(盟年本邸間切となる)具志堅、備瀬、謝花、

illi崎、浜元、並里、伊野波、渡久地、辺名地、槌堅、崎本

部、石蕗波(瀬ほの小字)、瀬底の 13か字の古村で、 Jt

，む堅!乏のシヌグはシニーグと称され、毎年IR歴 7月 1911 

から 7)1261:1にかけウンジャミ(海神祭)と一辿の行事

として行われる.シニーグ祭肥は!日 7月 19日ウーニフジ

(御船榊)、 11'17月 21日ブプユミ(大弓)、 l日7)J 23 1:1 

シルガミ(トン・トト・トン神.男ヌユパイ)、 IEI7 JI 24 

[1女ヌユパイ(シニーグミチー神酒)、旧 7JJ 25 Uハー

トンチミチ(暁神酒)、同日ソーニチ(シニーグ舞)、旧 7

月 26日夕ムトノーイ(タムト直し、祭りの慰労会)と統

くが、祭施植物のシパ木{ヤプニッケイ)が使われるのは

シルガミ{トントトトン神)のときである 1)

仲間 2)の調査 (1985-2000年)によると、シルガミ(ト

ントトトン神)は午前中に女性がお宮(火のやめ男性が大

川の清掃をする.大川の掃除は、区長が香炉に酒(抱盛)、

御花米、線香を供え「掃除と萌口の抗の取り換えを行なう j

*を告げ、大川の堰を取り外し、ごみや泥を取り除く。湧

口の杭の取り答えは、 9本のうち毎年3本ずつ符える.杭

の木はウグァン山から伐り出されたものである。十'li.の取り

終えが済むと、区長が供えていた酒を新しい杭にかけ、大

川の揃除を終える.

16時頃、ヌルクミ一、ヌルヌメーイがお宮の巾に入っ

て神衣装を着け f悪疫誠L、Jの御願をする.供え物は泡盛

(御五水)、御花米、線香で、神酒は4つの椀に注いで絵
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によたせる.l.l'1lbmが済むとt'l'衣装を脱ぐ。16時半頃、公民

館の111:川役がシマンベーブ(品大鹿子)の伏恐!として登場

し、慌の後ろに柴木の小枝を好iして小さな鼓を持ち、トン

トト トンと1111きながら先頭になり 、祝女やや11人がその後ろ

についてクラン毛へ紗動する.クラン毛で!玄米官UIにゴザを

放さ、 泡J点、 f何1:(13.米、 t'l'i目、線，香を供え、祝女が「今日は

トン ・トト ・トンの折日なので供え物を召 し上がって下さ

い.また本来lま児pl'(シマンベーフやシル神)が来るとこ

ろだが、リJ!-II'がいたいので私達が来ましたjと神に許しを

.1，'1 '). 1999年11区長がシマンベーフ(代怒Dとして御願

ナる.

17 11寺刷、シマンベーブ(代理)が先頭になって鼓を叩

き、大川へ行く .大川の存炉のII有に{j七え物をし(泡様、御

IE米、 pl'柄、総件)、抗女と女神人が神衣装を若11、3回
ナガリミャー

にわけて御腕iする。 11豆!日は大川、2回目は流れ庭、3

1'21 LI はミハージ (ìl~) に対するもので、御願の後、仲人は

IJI'衣装をj従ぎ大川の水で顔を洗う。大川で解散し、シルガ

ミの行'ICn'終わる.

|主11 フププfーのカーサ・ライ(大川の掃除)

(2015?f'・ 9H 1)日)

2015 {Iミ9η5R (土曜日、l口7H 23 R)シルガミの

，;1'，1伐をした.午後から大川の掃除は大勢で丁寧に行われた

((::<1 1 ).大川のi")}1コに立てる 9本の杭ばモクタチバナで

あった妓;念ながらシマンベーフが襟の後ろにヤプニッケ

イの肢を挿し、必をトントトトンと叩いて行く行事は沿近

ではやっていな、いといい、その十lも見られなかった本諭

は、シマンベーフが限:の後ろにHiすと いう柴水の小枝のヤ

ブニッケイと大}11 の粉 11 の杭にJIl~、 られるそク タチノけー

の民俗的な立高についてJうどをしたい.

ヤブニッケイの生態と民俗

ヤブニッケイ (CimlllJ11011J1I1lljflpol1iclIl1I Sieb.)はク

スノキ科クスノキ同の'1'潟水性の常料広栄樹である.クス

ノキ析はL1J:界にが~ 250 ~TíがH毘#:;~;から然併に生Tfし 、 イン

1"、米アジア、 γ レーシア、メラネシア、メーーストラリア

に分布する.クスノキ同(白川UlI1JOIl111111) は日本では本

州、問問、)L)jL J.;i久品、侃チ品、 トカラヂ11.1みに 3磁で、

ヤプニッケイ 、クスノキ (C.ωmpholポし)r..esl)、マル

パニッケイ (Cd;lρIll10idcsSieb.et ZlICC.) があり 3)、琉

.tIと列島には，1rR 1 Ir.， ~fi 1 *ftfiで、ヤプニッケイ(各ぬの

t初予低地から山地)、 γ ノレパニァケイ(総民μぬの海岸地)

の他;こ、シパヱッケイ (CdocdcrleilliiEngl.、l去ぽ各ぬ

の IlJ.t臨)、ケシノ〈ニッケイ (va...pscudodapbl1oides 

Hatllsilllu、(it夫大1::，と!siJミHIJI作品の山地)、ニッケイ

(Csieboldii Meissn. cx Nccs 、 徳之 .ç，r，と ~I '刺，t;hII~日頁の山

地)、シパヤプニッケイ(c.x tllkllSlrii Hatusima、沖純

ぬと久米品、 I~ïf ~(r品 、 }疫 [\'III I J );1，の山地)が|与然分布する

.j，5) 

ヤブ、ニッケイは7与・峨リ，~ 、'，;ï111りよ以1't-iiL[j'から凹凶、九州、

小笠原、 JJlt.E:R列品、 ff.i ;;引.I[.t'(: 、 台前、 rl'凶 '1' 南îfI\に~) A'Ii<1 

(巾1'<Wdまx竺純)ではn:服、術江、t:l数、iri!.耳、同士l!の

東海側に分布するが1;' 乃花球列，I:hでI~t とくにがIi}ぷや低j也の

石灰岩地の森林で，új木前の{金山怖になり 、 Ti/天À'~.j山41?の里

山や御初、林やh11~林によく他行する .

j'j'純Jみのィ'~Î/:R ~t:. .J1!!においてヤブエッケイの;森林は本来

の自然林の人為干渉による代前同生 ・二次林で、ナガミボ

チョウジーヤプエジケイ!除手存、カJレJλ トや石jズ22丘陵地な

どにヤプニッケイークロツグ!洋滋が発述ずる，)尚木府に

ヤブニッケイが縦，Ljするヤプニッケイ際協l士、;行政指地の

自然体が残るi卸 ~t(;林で問lÌJ'j村辺よ名 i世PlJの官 、 央rm上術宏、

北小波村金満i却~ik 、 知念村斎場待1I以 (~I材城市)などほぼ

全域にみられる以市部地域の 20か所の必林地生の訓有

において、ヤプニ γケイが他の|治侃に対して尚水炉fに占め
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る比率は、蝋度 95%、倒算催 I~íl主 961X'，で、 ~t尚が約 6m

......10m、胸尚位筏が約 11cm......24 cmであった川.本部半島

の石灰岩地のP.U策樹二次林は地域的にイスノキの値占度

が高く(平均催占度 2.2、頗J.!l:60)、ヤプニッケイは全地

減に波って生育し主張な樹脈となっている(平均倍占瓜E

2.0、頗J$t.100) 10)， 

本部半島の地質は、古畑石灰岩、琉球石灰岩が広く分布

し、蕗陣学岳・八重岳からその概郎に小丘状の古JOI石灰主-f

カルスト山地と低地一海}宇部に琉球石灰岩地が広がる.具

志堅区の同辺地は、 111m区の特徴的な円錐カルストを中心

に大部分がこれらの石灰泊を法治とする.Jt志堅一斑rlt宇

一大堂一山里区の議体怖~tミは、石灰対地を反映して二次林

のリュウキュウマツ餅務や常結広柴樹が俊占するヤプニ

ッケイs手絡が発遣する 11)• 

沖縄島のヤプニッケイ併絡はヤプニッケイの他タプノ

キ、イスノキ、ホルトノキ、クスノハカエデ、ハマイヌピ

ワなどの常結広集樹林から成り、伐採による木材の利用頻

度が両く、またヤプニッケイそのものも広く利JfJされる.

ヤプニッケイの材は辺材心材の区別がなく、員・白一淡JJl褐

色、殴硬・撤密、芳香があり、建築、家具、装飾、器具、

紛炭に利用する 3.12)， *実は語11分が多く (56......60%久保

泊し、告はこれを燃やしてローソクの代JfJ、またカカオ脂

の代用とし、 1;~"i昆でも固まらない性質を利用して坐薬の原

料にした.奄美大ぬではこの木を防風林、届敷林lこJlIい、

多くの純子を採って担I1のJJlt料に光っていたという.長崎の

松i1Uでは倒皮を採って絵i11i桂心と呼んで藁mとして光っ

ていたので、マツラニッケイの別名があった 13，14). 本部

町渡久地区ではヤプニッケイをジッコンといい、iIU県は倒

卵形、大きさが長さ 11......14阻、筏 9......11聞で 10-11月

頃に出紫色に熟し W、幼少の頃は'忠い手節がうk・るとジッ

コンの果実:をm山から採って果皮を除き、鍋に焼いてよく

食べた.ただ、 dll分が合まれているせb、かそれほど多くは

食べることができなかった.将段の生活にとっても子似たに

とっても馴染みの深い樹揃であった.

ヤプニッケイは石灰岩地域の人の生活に関わるm山林

で多産し、木材のm途も幅広く、かつては辿築・家Jt材の

他、とくに煮炊きの燃料に使い易く枝葉とともに1'1常的に

よく用いられたと思われる.ヤプニッケイはシヌグ柄物の

条件の一つである“身近に得られる材料"に適うことにな

り川、石灰岩地に暮らす具志堅区民のシニーグ祭把植物

に長く伝承されてきた所以であろう.

ヤプニッケイは照葉樹林域の普通穏で、火がつけやすく

火力があるので務によく使われたせいか、閉じように使わ

れる他の樹楠とも桜合して各地の方言名が多い. r樹木大

図説jの方言名には 1・0、クスタブ、ダモ、ダマ、タマ、

タモ、タボ、クスダモ、アプラダモ、カラダモ、クロダモ、

メントダマ、クロダマ、タマグス、タマノキ、タモノキ、

イシダプ、タプ、コタプ、アヲタプ、カラタプ、センタプ、

センコタプ、センカゥタプ、グゥグゥタプ、クロタプ、ケ

シンタプ、ケイシンタプ、ニクケイタプ、マツラニクケイ、

ヤマニクケイ、マツウラニクケイ、ヤマニッケン、ヤプニ

ッケン、ヤマニッキ、ヤプニッキ、ニッキ、ニケイ、ヤプ

グス、ツルグス、イヌグス、コガノキ、クロコガ、コガ、

アブラコガ、ヤプサカキ、アブラシパ、タマクサ、クスメ

ンドゥ、コガイノキ、メンドダモ、クロタヅノキ、ヤマゲ

シン、マツラケイシン、イヌゲイシ、インゲシン、インゲ

セン、イゲシン、ツヅノキ、イヌツヅ、ツヅノミ、ケピ、

クロツヅ、クロツヅノキ、クロタヅノキ、アヲキ、トゥノ

キ、エマキ、ウコギ、ウコ、クロタマカラ、タマガラ、ア

サカマ、クロアサダ、アサダ、ムズ、アサダノキ、アサカ

イ、スズメノキ、シジメ、スズレギ、シホダマ、ゴンゴ、

クスメントウ、ホトケタラシ、ホトケダラ、スザラ、シパ

キ、ソパキ、シダラ、タミノキ、クサダミ、オチャノキ、

ユッカツラ、シロダモ、スイベ、カツラ、メカツラ、タマ

タプ、タマダモ、シスシヌム、サインタルナム、天竺桂、

:1こ肉佳、丹陽木、が記載されている.

シロダモの名は月挫の名の混乱で、月桂樹としてクスノ

キ踊 (αrnnnamoml1m)やシロダモ属(Neolitsea)が

L8l1reJ属にまとめられていた時代もあったことにも因ろ

うH)深i'lt17)はイタピ、タプノキ、クスノキの項で、『大

和本政~ (1755年)に「タプ木ニ二種アリ、一種ハ自タプ

ト云イ、楽ハ桂樹(深陣・徒、桂樹はヤプニッケイ)ニ似

テ香気少シ、冬赤キ~ナリ、ツヅノ実ト云ウ J とあるのは

シロダモ (Neolitseaacic111ate(Bl.) Koidz.)である、と記

している.前川 18)は「クロダモは果実の黒色、同じくク

スタブは誕の三行脈、またシロダモは葉真の白色を区別点
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として タプを必叩!につげた名でめり」としfヤプニッケイ‘

イヌガシ、 シログモヤFのベtrlMの抗:しし、JÎ~を持ったクスノ

キ科ωflrCIJiを|メ))IJしないでトウノキ(作地)と11・Fぶjとし

ている (lxJ~ ). Jtぶl笹lべではヤプニッケイをジコンと羽;し、

これに似た本があるといってタプノキを'1ミしたが、 Ji，H，

むタブであった.クスノキ以、クプノキ峰、シcグモ紙(/)

制附1111にIt、)i3名がifUEしている):うである.

l官J:l ヤプニッケイの(~~(/) :. U脈 (J，-:: }<Iflj、イi:克Ifii)

('1'紋付 2015{Iミ1lJJ 28 11) 

'1'sJ) (同校)のl品ifll1Jに 11j.:~J・つ大さな椛脈が出て

いろ (3本脈)

hl( '1-: 1 : 、 11 小;の !!H必樹林~I'，:: lill'~'Uから '1(.ltlキîtm まで.\，プ

ツバキクラスに支とめられ、，:':j，+:l¥Vi(/)何山怖でタブJ型un
J:~IW 、 シイ J型(低地!.m 、 プJ シ}V! (内E告別)に区分ミされる

I!帥.いずれのぷ休明にむ人為に主る:次休が鐙述し、クス

ノキ F干の紛陥l士m成附となって)j~ く分内iする . !限集t~tのシ

イmやプJシなiとIriJ慌にクスノキ門， t 1:・}.!!:ti:lll材で、t，jの-1'1:

'，，[べ)'1'(からして、u!築資料'(/)(也、 かつて炊'1トやu浸)jJの燃1':ト

である紛IJ<材 の必~tt.1fi ìJJ;(でんった.住所に1持JJf した材の

川ld1やj杉伐のfa似性から、クメノキF干のクスノキ、ヤプニ

ッケイ 、シパニッケイ、タプノキ、シ11グモなどの)i31'，

It初1，:にiでく ml'j.すろ.

牧町制Itタブやグその1'，はこのltiの総体であろうが立

l山上イ~IYI とする ， l)il) 11 1川I.trタプItグモという .(rl'面白)

ヤプニッケイの~)IJf， ク υ グモ ( ;1以')!:O ) J.I.~也、 I， il じくク Ä グ

プI.t~(/)ベ1m氏 、 .t たシ仁t グモ I t民自ω1'1(立を灰5)I Jl.'~ とし

てクプをJM1!!につけた名であり 、ここにタプノキの義市と

してのtl:lちを見出すことができる.Jとして、タプノキの

判長に似た朱実からグマモモと 11予び、ニれがいつかモモー

桃につながるとする.クスノキ料の樹木の方言名にはOク

ス系の名としてクスノキにクス ・ホングス ・マグスなど、

十プニァケイにタマグス ・ヤプグス ・イヌグスなど、タプ

ノキにシマグス ・ヤマグス ・タゥグスなどがあり 、0タプ・

タγ 系の名としてニッケイにニクケイタブなど、ヤプニッ

ケイにグモ ・タマ ・タプなど、ダブノキにホンタブ ・タマ

ノキ ・クログ?など、アえ・71シにホソパタブ ・シラタプ ・

クソタプなど、シログモにウラジログモ ・キタタプ ・タマ

プfラたど、イヌガシにホソパノシロダモなどがある.

fIlt.E-/t91JJ::1のヤプニッケイのん，.， ~'fl には 211、ウ フパーシ

ザキ (()r'I~Ji{) 、 ウフパーシジャーキ(渡嘉敷) 、 ウフパー

シパキ(許m・久志)、ジクミ UIW)、ジコーミ ギー(諸

ぶ)、ジコン(兵占目的、 シジャラ(1)・1JI0、シダラ (i佳央 ・

徳之刈 ，i'I'Jk良部 ・与.rl'o)、シグラギ(徳之島 .jij'永良部 ・

Ij.諭)、ジック ミ ('1.月日)、ジックン(隙i皮・久米仏(中里)、

ジッチャギ{伊良部)、シパ (f!.i球111)由来記)、シパカー (世

'/;n:i -知念)、シパカーギ(匁)IE)、シパキ(字茂佐 .i実JJr.. 

行 IH ・ 久手昭) 、 シャームヤギ(宮~J) 、シララ (安波 ・ 1子

月11) 、スィザラギィ{俗J~大病1) 、 スィダラギィ(奄美 ・ 徳

之J:，'}-N'氷込書11-勺論)、スダラ(俗.m、セダラギ(与ゐ)、

セッケンギ(久米仏比古J11)、ヂクンギ(座間味)、ヂィ ザ

ギー('::~.，ti)、ツツアギ(1:fc:片)、ツツヅャギー (冶・占t'i・{芙)、

ヌーγ ンヒンガスギ{宮古)、ヒダラギ(徳之島 ・与諭)、

プーシザキ(西支)、フチャギー(伊良部国{中)がある.

ウツパー(!t1!が大きし、)、ハーグワ ・ハックヮ ・ファヌ

クヮ(然が小さしつなど、形態が近似するヤプニッケイと

シパニッケイを区別するための4れがあり 、また照*樹林fi?

?村山と川じようにクスノキ以、タブノキ蔵、シロダモh誌の

t"ìí(には t~t 脈問の区別のやりとりあるいは混在がみられ

る 11.22}.!K11良樹林41?ではクプノキを基準にした各地の名

)jijがあるようだが、琉球列品でもほぼ同じように波及しな

がら、これら 3k~はシパキ、 トクノキが一連と して名が生

じてきた仁う に(~ じられる .
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ヤブニッケイは柴木の代表か

照葉樹林{I~におけるシパ・シパキ系の柴の流れをくむ方

言名は、ヤプニッケイのアブラシパ・シパキ・ソパキ・シ

ダラなど、マルパニッケイのミサキシパ・チメシパ・シパ

キがあり川、琉球列島にはヤプニッケイやシパニッケイ、

シロダモ、イヌガシにジギ・シパ・シパキ・シザキ・シザ

ル・シダラ・シパカー・スダラ・ヒダラ・スィダラ・スダ

ラ・セダラを付ける名が多くある 21品 23)，

シパ(柴)は r111野に生える小さな雑木.また、それを

切って、緋や垣恨とするもの.そだ.しぱき.ふし， Jで

あるという叫.飯山， 25)によると、柴とは特定の樹種をさ

すのではなく、 111野に生えているあまり大きくない雑木や

その枝で、どこでも容易に入手でき、燃料とするほか、神

をまつるにも用いられる.祭j[IClfIlこは、主に常緑の柴が神

の依代とされたり怖に手(Ii]けるのに使われた.峠や村境の

路傍にはく柴立て>く柴折り>という所があり、ここに柴

を挿して旅や行路の安全を祈る.柴で囲って神域を示し、

悪霊から身を守り、野宿の際には四隅に柴を挿して山の神

から地面を借り、また祭場の中心に神の依り代として柴を

立てたり、祭場の境に柴を立てて神域とする.く柴短>は

青葉をつけた柴を束ねて垣般とし、奇襲の霊に守られた神

聖不可侵の安住の1世界であることを表したものである、と

いわれる.

大晦日の晩、いろりで燃やす火をとくに<年取りの火>

などとよび、このときの新をショウガツキ(正月木)、セ

チホダ、ヨツギホダ、トギなどといって暮れに山から伐っ

て用意しておく.復ごと、オキに阪をかぶせて何代にもわ

たって火種を絶やさぬ村や家も各地にあり、正月の初山入

りに男が山に行って柴をとってくる風も各地にある.修験

者がたく謹!泉水は、この火によってすべての罪障を焼きは

らい、不動明王と・体化するなどといった意味があり、土

地ごとにカツギ(/防水)と称される木が選ばれている.宮

中での御竃木(御耕)、 lEJJ の ~III祭周の薪である年木(鬼

木や挙本などともよばれる)で、屯宮の水神に薪を与える

モティーブをもっく竜宮成子>の皆話などから、薪が単な

る燃料ではなかったことがわかる、とされている却.火

は文明を恨本から転換し、すべての物を焼きつくすほどの

威力を持ち、本さを凌ぎ家族や仲間を寄せ付け、衣食住の

不可欠のものとなり、火に呪カを認めていた時代には、新

にも同様なカがあると信じられていたのだろう.

洞窟や淵に投げ込む柴木は竜宮の大切な宝物で、そのお

礼に屯官に招待された爺さんは帰りに竜宮章子を授かる

2;)，竜官ti't子は子孫、血族、部族の繁栄と持続の願いが込

められているようにみえる.柴木は、日常の用材であり、

生活の大事な燃料材であると同時に、火に呪力があり、事11

の依り代で神がやどり、個人の身一村人一村落を守謹する

照葉樹である.それは里山の木であり、いつでも入手でき

る身近な水である.柴は、またニライカナイ・竜宮の1止で

も大切な木であり、奉納品である。シヌグ・シニグ・シニ

ーグのカプイや杖棒や身につける枝・政木は、祭組のl占終

にはがijや川に流し異界へ捧げる.

神話や民謡から推察すると、柴木は火の観念があり組々

有JJJで、今生の生活だけでなく根の国・竜宮の世界へつな

がり、その思いが土俗信仰の神の依り代として祭犯の呪具

になってきたのではないかと思われる.シヌグの植物観

附でみられるように土俗信仰の祭把植物の起こりには身

近で採集できる照葉型に託されたであろう.中国神話のそ

そがよりや11型化され湖、柴木と母性の思いが複合し、照

葉型は民俗の歴史のなかでさらに照葉樹の地域型になっ

てきたと考えられる.モモは大陸の神話の果実であり、深

111の桃源郷の異界を思うは、柴木の水界のニライカナイ・

竜宮と同系となる.

神話の柴木から祭杷の呪具となる樹種は、-'M'-・遍的なJKt葉

h¥tのサカキやシキミに地域性がとりいれられて変容し、JKt

葉樹林{I~の西方以南では主としてサカキが、サカキの少な

い中部地方ではヒサカキが用いられる、ヒサカキはサカキ

に比べて小型であることから姫サカキの説りであるとい

う 20.211】.班熱{I~気候下の沖縄・琉球ではさらに特化し、

サカキに頼似する二列配列葉序や十字対生誕序をもっ樹

侃となるtG)モクレン科のオガタマノキの花は香りがあ

り、担11J1~に JJJ t，.、られ、サカキといわれたのは昔はむしろオ

ガタマノキであったともされ則、祭把に用いられる同科

で花が待ばしいシキミにつながり、枝葉にー績の匂いのあ

るゴンズイ酬やヤプニッケイにも関与するのだろうか.

l対jjJi村奥区l土シパカー(ヤブエッケイ、シパニッケイ)を
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シパヒといい、シヌグにその独特な匂いで紋うとある:削

(※シパヒ !'Ìイヌガシの誤，!Bだろう l (j.~止3 1 ) . 

思いをより泌すと、ヤプエッケイは亜共t'1::栄作をむつf:3

1似 ltIí物として合常型 (十字対生I~'D としたが W) 、 l;;( 1 :~ (/) 

k うに然，~t校上に対生となる場合も f，:~とおtえるれるjlJ

合むあり:'.-1)、ボチョウジやアデクのように典明的な 1・'f:

対'1:!l~ Ii':ではなく、対生で二列配ダIJ隙に ti:るシマミサオノ

キや、I['1:でニダ11配列型になるサカキやヒサカキのようた

tMi:となる.つまり 、ヤプニシケイはし、ずれの場介む不'YI

Hf.t伐 “町. であるが、 合ペ:\型と団1" P~'lが合(Jドtるような公:

lliWJ民1[:である.ヤプニッケイの三行脈(1叉12)はとた、

1 1~ !Ïfi付奥 1'(の IriJ じクスノキ以のイヌプfシや比地-l}!IHJIベ

のカエデf干のクスノハカエデにiIflじる.

I'~J :3 ヤプニッケイの亜対'往来日 (4.::'11;町 Jtぷ I:i~) 

(2015句'.ll月 2i日}

柴It、Jt'<mに務に{吏われる身近なrH山の符iIflに派する本

全般を.( い、 文11Il が少しずつ.illiM し ~1伐になって 、 柴む然

!六な ど~11:'Llrの泣いに気付いていき 、 h~ も将i曲に践 し 、 燃え

ら; く似 I ， ~のよ いものが柴木とな り 、 他の木は劣った り庁fな

1)のにはそれなりの名Ijijがつき、地l点7によつてj民児世処ltなtるt心》の

Uω〉入、シパキとそれに近い性質をtも〉つもUの〉が{卜μ何"吋'1々 シパキにf々t 

つてさたUの〉だろうケ.天地の炉例仲1ド'がより定JJ符1'(したむのとなり 、

シパZキ1干与Uの〉分!矧説がより明zら〉カか、にfたcつてくると 、そtれ1.)ら〉σのフf約性ψq全1:北"

か1ら.)(俗;花5が?沿i行t紋、 単袋 、 全紙で、 光沢があり 、 て列配石'J~r(

が t'l ' への"'~物 ・ 呪具にふさわしいシパキとしてヤプニッケ

イが~JËされたのではないだろうか. そして身近にあり、

l'iJじ'it*.照祭の柴木から、より神々しい性質 ・j移(ーがl

配州民If~の団悶型)をむつサカキにj;IJi主したのではなし 、か

と思わhる.

~~I~e ~荷物の起原と歴史は、 5花木とそそむらに刷物と民俗

ω地域性で変化して国定化し(Ulf-<されていく .うた，*，-t火が

もとにあり 、 焼畑農業で1i~，';.:ゃ/I'i原1・'I-iの災Jti.の全てを焼さ

つくした跡に、新 しい作物の.I&t託金可能とする.すなわち

作らしのjをの安寧を保，ltt: し 、 j也に II~きるもの一生命の{r:税、

l二々 係ノJの繁栄一再生を祈t却するほド1:1， t仰である.柴木(j，

11E/!I'，I，f;によって厄払い ・!威力会Jflし、 ドTfJ:l.1仰がj杉とたっ

て仁り強化される.焼畑Hキ代の生前!士山が'I:IJrrのむとであ

り、!僚主主樹林部の里山における凶附の常緑tI:、 !K~終結lの代

N.にヤプニッケイがあり 、その性1'l!'Iついに伎J廷の匂い ・

ri :)に及び、琉球列島のシパキの五行J~帳 、 独自の 1-宇品川i

!l~ 1 r:へと逆行する.

f必l子でみる と

'1[( ダIIM'I:(ヤプ‘ニ ッケイ)ーペ州配手IJ/1:'1: (サカキ、ハ

マイヌピワ)一二列配列対ノ1::(シマミサオノキ)-.京生(シ

キミ 、イヌガシ)・十字対侠 (il{チョウジ、ナプ/ミポチョ

ウジ、クスノハカエデ、 アデク)の佼~が勾-えらJ.l.る .

これうに中国の神話のそそをど加えて然化I，I(物のt'1:'~1ゃ

J(俗を眺めると

0ヤプニッケイ : 柴木は火がもとにあり 、 地畑山業で椛 I'，~:

やH'jJJj(l'(i らの災厄の全てをお2さつくした跡に、 fJr しい f1~物

の I~tt'; を nf能とする 、 すなわち生命の IlfJI: ・ 持続 ・ I:~性Ic;

仰である.伸、自然へのおt.思 ・析り 、I'O:符 ・桃源郷;への思

い~ t'ÎÍ':~.への道しるべとしてのうミ〆ド 荒木 ・ サカキの初期

的代JA:f，f{であろう .慌に差す(よ.!:占l:iW().

O=fンメイ :中国 ・そそのtll'，ifiから柴木の呪J{.の変化が起

こ ろ と Jfえられる . 天に会j.る xふ)~ L:と人のJlI:の11:t米の

!品11系、)(.N'・常世と冠の校*a-介して思いを伝えたので

Lt/~ ~ 、ヵ 、-

0サカキ:神の依り代、 紛い(:匹、低Jti.) のI児 J!. 、 ~'I'U: 、

米 11; ・ 弥生式文明に関係し、ハマイヌピワのt主主~1'Ì ítt 、 は

でむたく 、腰に差す(瀬ほ};:，)• 

Oシキミ :仏教の蓮型、献し、べ?"l，Ii寸・ろ、地になてゐ"で

~~ J，'lに Jftナ 、 豊作 ・ 子祝にmJ係し 、 イヌプfシにったがる .

O ;I{チョウジ : 十字対生袋伴、 .. ~Í'り " でニライカナイに
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関係し、アデク、クスノハカエデ、ナガミポチョウジがあ

る.

総合的に然記刷物の変遷を考えると、以下の憎図が描か

れよう.

耕・柴 r+ [校]サカキー惨ハマイヌピワ

ヤプニッケイト+[枝・杖]仏教ー砂シキミー+

盛二列対生 | イヌガシ

」・モモー一一一一一令

[冠]ゴンズイ(沖縄残存)

一一惨十字対生葉序

植物の校集で繍うのは、神への礼l1F!となり身の危険を和

らげる装身具の役割lを果たすと思われるが、人頭が世に生

額し生死に向き合うのを覚えたとき、生理的性器を隠すも

のに及んだのではなL、かと想像される.性器を守護するの

は子孫すなわち血肢の持続であり、それは仲の宇宙につな

がる鎖された血肢の地での安泰で、ついには敬度な神と以

心伝心を削る儀式の装身具であったと思われる.地は地理

的風土となって拡散し、ついには照葉樹林~I~の既具となっ

て時空とともに変化する.安田シヌグの91F11の姿やヤプニ

ッケイやハマヒサカキを腰・襟に差すのは身を組う名残で

はないだろうか.

火は燃料や灯火の文明発達の伶火であるが、一方生き物

は火を恐れ忌むもので、相反するようなlJ1・柴木の貴重な

存在が神の依り代となり厄除けとなるに違いない.シパキ

およびその関連の方言名は里山の樹木を代表するクスノ

キ科のタプノキ、ヤプニッケイ、シパニッケイ、シロダモ、

イヌガシなど、またプナ科のカシ頼やシイ頼、イスノキや

ヤプツバキなど柴木に使われた木の総称であろう.ススキ

はシパ(琉球国rh来記)といい州、ススキは島創りのも

とになるか:本であり、燃料の他、届恨のJt;、!礎・垣、畑地

の敷き京、結肥など人の生活の身近な材料で、琉球諸島の

いたる所において、神事の拝みや械いの将i極的な呪具であ

る.シパのJliは文明の発達一持続ー展開の頂要な有用値物

としての代名1Mのように考えられる.

人類はその始原から、頭でものを考え知忠を生み出す元

であることをよ志知し、生命の誕生と育成で血肢の存続を願

っていたと思われる.故に、地に生生する植物をもって頒

に冠を飾って全霊を集中し、全身を飾り整えて天・神と話

をするのである.時空を経て、装身具と神に思いを伝える

人の心の象徴を示すカーブイに表現するようになる。シヌ

グの呪具はカーブイ(鳥、天、神)、杖(再生、減し、)、技

(担11のik.り代、蹴b、)が一体である.

ある地域の神~l~や呪具の随物は、あるものを契機に独自

の伯仰を生みだす素地があり、伝掛-して普遍的価値を生み

だす場合がある.焼畑農業はi世界、とくに東南アジア、中

国各地、東アジアに共通する歴史遺産で、焼畑農業および

その民俗信仰はどうのように伝捕したのか、小野が f・・・

この奄美の冬折目、沖縄本島北部の苧折目は九州本土の満

月然りと辿鎖していて、この冬探りも苧の焼畑も九州山地

文化の雨ドと理解できょうと思う_IIJ芋、里芋の焼畑が九

州山地から南島へ伝えられたというにはなお疑問がある

ことは事実であるj却と説くように、その文化は広い視野

で考究しなければならない課題である.照葉樹林備におけ

る焼畑股業文化について、作物稲の伝来、栽培方法、暮ら

し方や民俗信仰など、九州からの南進というだけでなく、

北道を含め西方南方にも思いを致すことが大事であると

思われる.

モクタチバナは水信仰か

2015年のシルガミでは、大J11 (ブプガー)の掃除は正

午過ぎに;(:H、た時にはすでに男性区長が女性事務員と供

え物と線香を捧げ御願は済んでいて、堰も取り外されてい

て水を流しながら蔀も洗い流す作業が始まっていた.総勢

男女 20人ほどで仲回 2)の調査時とほぼ同様の作業が行わ

れた。カーサライ(池の掃除)は男数名が池の中に入札

石垣に生えるガジュマル、ハマイヌピワ、ヤマグワなどの

稚llttや、オニヤプソテツ、リュウキュウイノモトソウ、モ

エジマシダなどを取り除き、石垣に付着している藻を水圧

の強いジェッターで丁寧に剥ぎ落した.大川の周辺は、男

女が一緒になって背後の御搬林の林縁に生える雑草木を

刈り大きな紘木を伐採して除去した(図 1).

午後 1時過ぎに 9本の杭を紳っているカズラが解かれ

た.カズラはタイワンクズ(回14、マメ科、 Pueraria
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l1fol1fl1n{l(し0¥11".)λICIT.)、抗に{交われているのはそクタチ

バナ(ヤブコウジ将、 AJ泊'sJ~7sieboldiiMiq.)で、カズラ

It~だよJミそうて・あったが抗は古いものが 2.......3 本間れて

中途かう欠けているものもあった.抗は 9本のrll{父ってき

た析しいもの 3本会換え、新しいカズラで再度紳り 11'(した.

'H会2時llO分頃捕まえていたウナギを池に欣ち、JII.¥を11:

めて I I ~び析しい悦水{dìlめていった (1::.: 1 5 ) .その後IrJ)Jt

|刈占と、Jq:íH.~が来て線砕を仰げ御原則して行事を終 f した。

モクタチパナとタイワンクズは伝統 として変わらずに化

われているという .午後 4時 10分頃12S:1止がお泊・にHtしに

nったが、トントトトンの行事は行われず、シルプ/ミに!1

(III flI ~)が~比した祝タ:やtrtl人たちのtll l々しい安1士見られ

たかった.

I'~I-I タイワンクズ(うるま市佐南)

(20t3 11' 9 J'I 16 A) 

万!'i5 新訓したモクタチバナの 9 本の!I~

(2015 {f 9月 5A) 

シルプ/ミの様子!士、品持l現 じ flllJ!;((!)1:(谷j(1929年)

{lllll!.t公.'ir l!..志堅持J(19i8年)なと'の戦後からla近の足

載 ・ 特i??を i泊して今 tJ の:fj~況を仮りかえろと 、 祭~ettl'i物 I i:

fliJ怖でも行'Jcの内特Itf:lまぐるしく変化していき次第に

ftii :k1化されていくようである 2)

フブガー(大)11、大jf:)は、池の傍にiliてられたお阪の

，記述に l主ると、 11，米Jt志慾trii滋の生前・およびI23佐JII水とし

てや1・人ωff;らしを守 り、またi1Ji水、 t';'A<、 シディポ、 H，IlYli

として)IJ~ 、 られれ仰の対象となり J\'I水 とされてきた. 1l(Ul 1

30 11河i.主ではその下流域I士 、 広大な)~1 1I (ハーソー、只.

ぷl虫111、j伝久川など)をなしていた.水はシントゥムイの

似野に広がる f: リーネlt!!~:\:や保林が踊jをした地下水が、 iJÍt

械の古JtJf{I灰白の宅i向や訓口に泣透して、フフプfーで悌出

寸・るものと推叙されている . 平成 15~21 {別n日11'告'IIJ';然{(jj

・ICl~により現況のイヲ附みに改修された.

部議の発生とi.i!，，"fを{起し、村人の生命の誕生と生r.r，を守

護し、 m混合出め、 ，)<述の蘇'1=. と発)J~を願う水源地として、

フフプ/ーは付の俄併にかかわるものとして)1:京御願(ハー

ウガミ)のl!~も大切な地所になったものと今えられる. そ

のiil"IJ願(})~'!なが、今 fl なお村人総山の念、人 りのプJーサラ イ

fr'Jf.{r保持している所以なのだろう .

抗のがIf~D IIのタイ ワンクズ{士、 周りに生えるノアサガオ

ベ:"");ラスキパサンキライ 、オオイタピ、 トウツノレモドキ、

へクゾプJズラti:.どより太くてti!，より易くよ犬で長持ちする

がにl苅るだろう.円本のクズ11山に自生するfl;:}Ht!Jなツル

t~(物で、人jとで'l'i\ )Jがあり 、 細く f~v 、ので純の代わりによ

く{交われ、織flLまた恨から良質の紛(でんt)>が採れ、

従川として b~1られている 331 具志I裂の}j;]・名{えヤγ カ

ング(I11症の.む~)支たムックジという . タイワンクズI-tjljl

純ではIHから粉を採っていたとは聞かないが、}j"r"rでム11:

ンムのや、クジは必あるいは紛の立に似て、また|斗lIJi村比

j也のカーブイ会巻く使にi史われろものの 1(;)、mのflJ)flや

シニーグとのl対{系は不明である.

よそクタチバナの抗は冗口筏がが'J3-8ι111のものを1・kさがj

3・，1mに切り揃え、オオジマ(大向、郎総'le作のj也)、ミ

ージマ(新jJ;1J)、サブjヤ(佐'('l昆)の 3~術協が 9 *の抗を

3 {I~ I "J りで いドに 3 本ずつ換えていく . 今[îif rまミージマの

勺併である.抗を立てる.;)'I;J1，I1:、幼水があ求りにも多く持
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いがあろので、J，{mばシンメーナーピ(苧炊き、行事など

大切の炊き物川に使う 、欽-製またはアルミニウム製の大鍋)

金返してそれが動かないように木を立てて抑えていたが、

いつの凶からか大さ t~ ‘ド行でこれを抑え、 その上:こそクタ

チバナω1ft:をfllんだという.泌さ nの平石の存在は村人た

ちの1111でJ~ く ~IIH Ul ðれていたが、 ある年に土を袋dって礁

持したようである.泌さ口の立てた杭の周囲は内径約 3m

川j移で、約 1111大の 11側のわ.を放さまわしている.

' tA 9 本ωJぷの怠I~lwtイミ IY Iであるが、 沖純の祭4事玉などの干刊~.. 

{αrt:にニ..:r

3 o'lIi司%恥司郎)j液1存弘存弘、主たi机免き !け1の、iドtイ心'_j'‘をJ拘抑1可巾11えるにはその 9本がi適盛宜で

んつたζ とむんろう .

モクタチバナの)5，11'，は、 9 般的に生木を焼いた灰は盛E

t，~りの添加l川:ニ Ir('i~-J-るのでアクチ ・ アク チャ ーなどと祢

ナろ 1:!.:!1訓 .モクタチバナIt海岸かう低地の石灰岩地依に

多く所し、弘文~!tfRl彩、従8......1Q1UsJで 11月から翌年の 3

JIにかけてJl:り 12.1:;1、 1A状に亦から暗祭色に熟する(同

6). 1珂火山ではお徐にムリムヌといって野生の笑を供え

る1".'tl'tがあり 、民文・の食べられるキダキ (リ ュウキュウコ

クタン)、プグ(イタジイ)、マツマヤ(コパンモチ)、カ

チナズ (ナシj)メラ)、 トクプJチキ(シャ リンパイ)、アプ

チ々ンキ(モククチパナ)などを仏l'i'i.に釘Jiる、 山のやl'はそ

A 1，会111(1)1'11としてよろこぶと いう 3，1) 宮古島市多良間山

でもそクタチパナをウギスタ ギーと祢してお主主のと き仏

l伐に主{i:IJ ~え 、 j'.i'CMHI協の.!hMI徐の伸行事で{まモクタチバ

ナの肢に~lIIl;1J りの似の二枚11:) をのせてíJtえ る :l;;)

|文16 モクタチバナの.ut:J~ (本部arrtt.志堅)

(:lOI5tl' 11)127 U) 

モクタチパナrL!U.;I:iH.(でnタニンナイ ・タニナイギと

いう . タニ!t ・:~UL 、 ナイ川見tk・のことで、 文.のJflナ方や形 ・

色に山見付・るものでわろうが、シルプfミの児ユパイ ・男仲

を匁徴しているようにもみえて探H:である.ffi)肢を支える

説11 (/)水が，}<.i.!iiのむのであるように、、!とfiがそのi止をよく

制御するように 9..{.:の抗セ似て、モクタチバナにや"への祈

願を託しているのだろうか.

シエーグ行判 i 、-1-=米 、 水初日であり仰の~すウグヮン11 I 、

グシタムイ、 クランモ一、ハサ-~r ， そして加水の大Jl I 、

全てのr/.'~rlo';1:受千五する村正、NIに仰げるシニーグ憲章いはー述

もので、グシクムイ(城111)とウグヮンムイ (山)で伐る

均気配Itl(物の-¥，プニッケイとそクタチバナは これらの行

恨の析りのiでill/~.な品がζめられているにi主いない.

il--ιl:iH:I<.:のi百;肢のJ!，いとはOtJ止骨叫十のi.11氏に関係する時

代があろので・16)、シヌグ~;泊して()tJ止名村に結びつかな

いか、 さらに 1't l也のシヌグの起~"(や然記柄物i士郎族問のつ

ながりのllt!とのiJlL!t，に問主主しないか、!どなる研究が求めう

Jl，るであろう .

J!-;志 l号~ Iメ':(E (1:の大付光作l¥:(II{{ fll 11 {f.JT.)は瀬氏、石

主:rri1Ji 、 附み::':11 、 。測 位、 J!. ，む I:i~、附制のシヌグを VTR に収

めるなど :17】、 シニーグに非1¥い忠、いを'併せられ、本調査に

多大なるご協力会いただいた.f'l' ~;~ Il~ぬÞ.:fr:氏 ( lIi3平116 年生)

にはプJーサライ1i' ' )1:(/) 1燃にその1人~Wや1í!'(物のブ'J，3!t，・.1J:t味

な どなご枚ノJ ~"、ただいた.またHぷ1!i'1IKLI!:には、忙 しい行

仲 l'にhlr'，j;といの，UM~tιi午さ Jもた . ご指将と i鼠かいご配

@:に合わせて開く I，t{必1~ 、たし主ナ.
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